
・エアバッグDEエコバッグ

・エアバッグDE傘カバー

・エアバッグDEトートバッグ

・エアバッグDEポーチ 等製作。

・余暇活動の充実

　働きがいを促進するために、余暇活動の充実を図り、己書（筆アート）教室を開講。

・雇用契約型の福祉事業所のため最低賃金が約束されているため、働くことに対する意識、自己受容を深める。

主な取り組み

廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用により、廃棄物の発生を大幅に削減するため、廃車された未使用のエアバッグを生

地として利用したエアバッグDEシリーズを展開。

自動車リサイクル法によるエアバッグの利用、また使い捨てビニールによるごみの廃棄削減を考えた商品。更にイラストの刺繍や

プリントをして、オリジナル商品を製作している。

⑤企業との仕事のやり取り

①    地域で生きる上での共生、他者との交流を図るために、地域で行われるお祭りやイベントに参加する

②    地域企業に施設外労働をすることで社会との関わり、また実際の就労の在り方を学ぶ。

③    地域と関りを持つことで相互理解が生まれ、住みやすいまちづくりを図る。

④    地域や企業と関りを持つことで、一方的な弱者ではなく、社会で生きる役割を自覚し力を発揮する。

①    お互いの障害を理解し合い、お互いを支援する。

②    コミュニケーション能力の向上。

③    働く上でスタッフ同士の信頼関係を築き、相談できる環境を整える。

・仕事を分担作業化

　できる仕事を増やすことで、自己肯定感や達成感の向上。

・地域と共生

主な取り組み

・それぞれに合わせた仕事（作業）内容。

①    障害や病気により出来る出来ない、また本人の得意不得意を組み合わせて、できる仕事に取り組む。

②    作業をしながら働く上で必要な言葉使いなどの知識や一般常識を学ぶ。

③    働きがいを推進

④    自己の課題と向き合い改善。

・相互理解




